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▪東京ガス ガスの科学館『がすてなーに』
▪株式会社 グローバル

azbil mind
▪品質や歩留まりに影響を与える
　パーティクルを常時監視【FFM100PA】

azbil のある街
▪自然が身近な大都市【札幌】
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水とも
に
と

水
の
惑
星
「
地
球
」。

水
は
ひ
と
つ
の
循
環
系
を
な
し
、

海
か
ら
蒸
発
し
た
水
は
雲
と
な
り
、雨
を
降
ら
せ
る
。

地
上
に
降
り
注
い
だ
雨
は
土
壌
に
浸
透
し
、森
林
を
潤
し
、川
を
流
れ
ま
た
海
に
戻
る
。

四
方
を
海
に
囲
ま
れ
、

ま
た
豊
か
な
森
林
と
豊
富
な
降
水
量
に
支
え
ら
れ
た
日
本
は

最
も
水
に
恵
ま
れ
た
国
の
一
つ
だ
と
い
え
る
。

私
た
ち
の
未
来
は
、私
た
ち
を
太
古
の
時
代
か
ら
育
ん
で
き
た
水
と
と
も
に
あ
る
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
る
水
の
存
在
を
あ
ら
た
め
て
見
つ
め
て
み
た
い
。

グラフは世界の淡水2.5%の内訳。日常私たち
が生活で利用している水（川や湖0.12%）は、
地球全体の水の0.003％程度にしかすぎない

地球上に存在する水の割合

海水 97.5%

淡水 2.5% 川や湖 0.12%

地下水
30%

極地・氷河
69%

特　集

News Head Line

株式会社山武は、11月26日に区内の小学生を対象にした体験教室「エコキッ
ズ探険隊」を東京都台東区立社会教育センターで開催しました。

もっと詳しく! →http://jp.yamatake.com/news/index.html

子ども向け「エコ教室」を実施

→ C

株式会社山武は、11月29日に東京地区の建物オーナーを対象にしたセミナー「省
エネルギーセミナー 2006」を青海フロンティアビルで開催しました。

省エネルギーセミナーを開催

11.26

11.29

株式会社山武の藤沢工場（藤沢市川名1-12-2）に建設し
ておりました新技術棟が完成し、12月１日に竣工式を行いま
した。新しい建物は７階建て、延べ床面積17,840㎡で、研
究開発、エンジニアリング機能を集約した研究施設です。

藤沢工場の新技術棟が竣工、事業所名称を
「藤沢テクノセンター」に改称

12.1

入退室管理システム、非接触ICカード、電気錠、防犯機器等について解説し、ビル
セキュリティを構築する上で必要な基礎知識を習得することができます。

ビルセキュリティ無料セミナー開催2.2

 → A

 → B

→ A

問い合わせ先

A
株式会社山武
ビルシステムカンパニー
セキュリティ本部　
TEL　03-6810-1119　
FAX　03-5796-0935

B
株式会社山武
広報室

TEL　03-6810-1006
FAX　03-5220-7274

C
株式会社 山武
ビルシステムカンパニー
コミュニケーションマーケティング部
TEL　 03-6810-1112
FAX　 03-5796-0795

もっと詳しく! →　http://jp.yamatake.com/news/061204.htm

もっと詳しく! →http://jp.yamatake.com/news/061130.htm

もっと詳しく! →http://jp.yamatake.com/news/061201.htm

もっと詳しく! →http://jp.yamatake.com/product/ba/seminar/index.html

azbilは、グループの気持ちをひとつにする
ための、シンボルマークです。
グループ理念である「“人を中心としたオー
トメーション”で、人々の“安心、快適、達成
感”を実現するとともに、地球環境に貢献し
ます」という思いを込めました。
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東
京
の
水
道
水
源
林

　

山
梨
県
甲
州
市
塩
山
一
ノ
瀬
高
橋
。
奥
多

摩
湖
と
し
て
親
し
ま
れ
る
小
河
内
貯
水
池
か

ら
約
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
上
流
、東
京
都
水
道

局
水
源
管
理
事
務
所
落
合
出
張
所
の
あ
る
場

所
だ
。
水
源
林
管
理
の
最
前
線
で
あ
る
。

　

都
の
水
道
水
源
林
は
東
京
都
奥
多
摩
町
か

ら
山
梨
県
の
小
菅
村
、丹
波
山
村
、甲
州
市

ま
で
東
西
約
31
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、南
北
約
20

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
広
が
り
、面
積
は
お
よ
そ

2
2
0
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
東
京
23
区
の
お

よ
そ
35
％
に
相
当
す
る
。
こ
の
水
道
水
源
林

で
た
く
わ
え
ら
れ
た
水
が
小
河
内
貯
水
池
へ

と
流
れ
多
摩
川
と
な
る
。
小
河
内
貯
水
池
は

水
道
専
用
と
し
て
は
国
内
最
大
で
、都
民
40

日
分
の
水
を
た
く
わ
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

水
道
水
源
林
の
管
理
は
安
定
し
た
河
川
流
量

の
確
保
、そ
し
て
小
河
内
貯
水
池
の
保
全
が

目
的
だ
。
１
９
５
７
年
に
完
成
し
た
小
河
内

貯
水
池
は
、水
道
水
源
林
の
土
砂
流
出
防
止

機
能
な
ど
に
よ
り
土
砂
堆
積
は
総
貯
水
量
の

約
3
％
と
極
め
て
良
好
な
状
態
を
維
持
し
て

い
る
。

森
林
の
荒
廃
で
川
に
土
砂
が
流
れ
る

　

都
水
道
局
の
水
道
水
源
林
へ
の
取
組
み
は

す
で
に
1
0
0
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
。
江

戸
時
代
、多
摩
川
上
流
域
の
森
林
は
徳
川
幕

府
の
領
地
に
属
し
、地
域
住
民
に
よ
る
適

度
な
伐
採
な
ど
に
よ
り
良
好
に
保
た

れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
明
治
時
代

に
皇
室
が
管
理
す
る
御
料
林
と
な

り
、地
域
住
民
に
よ
る
森
林
の
手
入

れ
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
や
乱

伐
な
ど
に
よ
り
森
林
の
荒
廃
が
進
行
し

た
。
そ
の
た
め
雨
が
降
る
と
多
摩
川
に
土
砂

が
流
れ
込
み
、飲
料
水
へ
の
影
響
が
大
き
く

な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、１
９
１
０
年
、「
水

道
水
源
地
森
林
経
営
（
案
）」の
議
決
を
経

て
水
源
林
事
務
所
を
開
設
し
、積
極
的
な
水

道
水
源
林
の
管
理
に
取
組
む
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
後
ほ
ぼ
10
年
単
位
で
計
画
を
策

定
し
、２
０
０
６
年
度
か
ら
は
「
第
10
次
水

道
水
源
林
管
理
計
画
」が
始
ま
っ
て
い
る
。

２
０
１
５
年
度
ま
で
の
10
年
間
は
こ
の
計
画

を
実
行
し
、よ
り
一
層
の
森
林
機
能
向
上
が

図
ら
れ
る
予
定
だ
。

民
有
林
の
管
理
と
シ
カ
に
よ
る
食
害

　

多
摩
川
上
流
域
に
は
民
間
人
が
所
有
す
る

森
林
も
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
民
有
林
は
、長

期
に
わ
た
る
国
産
材
需
要
の
低
迷
な
ど
に
伴

う
林
業
の
衰
退
に
よ
り
、手
入
れ
が
ほ
と
ん

ど
行
わ
れ
な
く
な
り
荒
廃
が
進
み
始
め
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
荒
廃
の
進
ん
だ
民
有
林
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
を
借
り
て
再
生
し
よ
う

と
２
０
０
２
年
度
に
多
摩
川
水
源
森
林
隊
を

設
立
し
森
林
保
全
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
る
。現
在
、８
０
０
人
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
登
録
し
、毎
週
木
・
土
・
日
曜
日
に
間

伐
や
枝
打
ち
な
ど
の
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
多
様
な
主
体
と
の
連
携
に
よ
る
森

づ
く
り
を
推
進
す
る
一
方
、新
た
な
課
題
に

も
取
組
ん
で
い
る
。
シ
カ
に
よ
る
樹
木
な
ど

の
食
害
だ
。
長
期
に
わ
た
る
シ
カ
の
保
護
や

暖
冬
な
ど
に
よ
り
急
激
に
増
加
し
た
シ
カ

が
、植
栽
を
行
っ
た
苗
木
そ
の
も
の
や
成
長

し
た
木
の
皮
を
食
べ
て
し
ま
う
の
だ
。
形
成

層
を
傷
つ
け
ら
れ
た
木
は
や
が
て
枯
死
し
て

し
ま
う
。
民
有
林
の
中
に
は
シ
カ
の
食
害
が

原
因
で
表
土
が
流
出
し
た
箇
所
さ
え
あ
る
と

い
う
。
そ
こ
で
都
水
道
局
で
は
、シ
カ
の
食

害
対
策
と
し
て
樹
木
一
本
一
本
に
防
護
ネ
ッ

ト
を
巻
い
た
り
、シ
カ
が
入
り
込
ま
な
い
よ

う
柵
を
設
け
た
り
し
て
い
る
。

緑
の
ダ
ム
を
管
理
す
る

　

東
京
水
道
水
源
林
で
は
、天
然
林
が
約

70
％
、人
工
林
が
約
30
％
の
構
成
と
な
っ
て

い
る
。
人
工
林
の
ほ
と
ん
ど
は
ス
ギ
、ヒ
ノ

キ
、カ
ラ
マ
ツ
な
ど
の
針
葉
樹
で
、以
前
ま
で

は
す
べ
て
の
樹
木
を
伐
採
し
、ま
た
植
栽
す

る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
が
常
識
だ
っ
た
。
し
か

し
、都
水
道
局
で
は
新
た
な
森
づ
く
り
と
し

て
、成
長
し
た
樹
木
を
４
０
０
本
ほ
ど
残
し

間
引
き
、生
じ
た
空
間
に
広
葉
樹
を
育
て
て

い
る
。
こ
れ
を
針
広
混こ

ん
こ
う
り
ん

交
林
と
い
い
、人
の

手
を
加
え
な
い
天
然
林
へ
と
誘
導
す
る
も
の

だ
。
主
に
立
地
条
件
の
悪
い
森
林
が
対
象
と

な
る
。
立
地
条
件
が
良
い
森
林
は
、副
次
的

な
木
材
の
収
穫
が
容
易
な
の
で
複
層
林
に
し

て
い
く
。
現
在
、東
京
水
道
水
源
林
の
人
工

林
の
約
半
分
を
更
新
型
の
複
層
林
に
育
て
て

い
る
。
針
広
混
交
林
や
複
層
林
は
健
全
な
森

と
し
て
落
ち
葉
な
ど
の
有
機
物
が
豊
富
に
な

り
、微
生
物
な
ど
の
働
き
に
よ
り
保
水
力
の

高
い
土
壌
が
形
成
さ
れ
る
の
だ
。
こ
う
し
た

取
組
み
を
始
め
て
ま
だ
20
年
あ
ま
り
。ま
だ
、

体
系
的
な
技
術
が
確
立
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
こ
れ
か
ら
長
い
年
月
を
か
け
て
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
や
調
査
を
続
け
、緑
の
ダ
ム
と
し

て
の
機
能
を
向
上
さ
せ
る
森
林
管
理
技
術
を

確
立
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

川
の
上
流
に
あ
る
森
林
は
水
源
林
と
呼
ば
れ
、

降
っ
た
雨
水
を
た
め
て
お
く

大
事
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

水
源
林
を
守
る
こ
と
は
、水
を
守
る
こ
と
で
も
あ
る
。

水
源
林
︱
︱
緑
の
ダ
ム
は

ど
の
よ
う
に
管
理
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

水
を

  

守
る

Part.1

「30年間で森林に対する考えも経済か
ら環境へと大きく変わってきました」
と話す落合出張所の山口明所長は水源
林管理に30年以上もかかわっている

昭和30年代までは多摩川水系に依存していたが、
その後の急激な水の需要に対応するため利根川水
系への依存度を高めてきた。現在は多摩川水系が
19％、利根川・荒川水系が78％となっている

シカの食害にあった木

　都市型洪水とは、道路のアスファルト化など、街
の都市化にともない降った雨が地面に染み込まず、
大量の水が下水道管に一気に流れ込み、オーバーフ
ローしたり、川に流れ込む水の量が急増して浸水を
招いたりするもの。山武のNet-TCBMTMを活用して、
これまで困難だった下水の流入量と流入水質を22時
間先まで予測・配信することで、都市型洪水対策に
欠かせない下水処理場のポンプの稼動タイミングや
雨水滞水池への貯留開始時間を事前に把握すること
ができます。多くの実績とノウハウを持つTCBMTM

（事例ベースモデリング）を採用したその予測機能
は、ソフト技術では初の建設技術審査証明 （第0222
号）を取得、公的機関により予測精度・予測時間が保
証されています。

ポンプ場・処理場の安定運営を支援

下水流入量予測情報サービス
Net-TCBM

下水流入量予測画面

a z b i l  Top i cs

写真上：�大正時代末期。荒
廃した山（笠取山）

写真下：�写真上と同じ場所
の現在の様子

水源地域界

東京都

山梨県

奥多摩湖

多摩川

東京都水道局が管理する水道水源林

東京都水道局
落合出張所

水道水源林の3つの機能

降り注いだ雨を土壌に蓄え、長時間にわ
たって少しずつほぼ一定に近い状態で
流出させる。

雨が土に浸透するため、地表を流れる
雨水が少なくなり、地表の土砂流出を
防ぐ。

雨水が土の中を移動する間にろ過され、
きれいな水となって河川に流出する。

水源かん養機能

土砂流出防止機能

水の浄化機能

水源林

Jan.2007　� �　Jan.2007



海
に
囲
ま
れ
て
い
る
日
本
。

水
に
恵
ま
れ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、水
不
足
に
悩
む
地
域
は
多
い
。

そ
の
た
め
か
豊
か
な
海
水
を
水
源
に
す
る
取
組
み
が
古
く
か
ら
行
わ
れ
、

日
本
で
は
75
ヶ
所
あ
ま
り
に
淡
水
化
施
設
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

2
0
0
5
年
6
月
か
ら
稼
働
し
た
福
岡
市
の

海う
み

の
中な

か
み
ち道

奈な

た多
海
水
淡
水
化
セ
ン
タ
ー
も
そ
の
一
つ
だ
。

Part.2

水
を

 

作
る

最
大
5
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の

真
水
を
生
産
す
る
。
こ
の
真

水
を
普
段
の
水
道
水
と
変
わ

ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に

浄
水
場
の
水
と
混
合
し
て
か

ら
地
域
へ
配
水
す
る
。

　

取
水
に
よ
る
周
辺
海
域
へ

の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、ま
た
、淡
水
化
の

際
に
で
き
る
濃
縮
海
水
は
、下
水
処
理
セ
ン

タ
ー
の
処
理
水
と
混
ぜ
、も
と
の
塩
分
濃
度

に
し
て
か
ら
博
多
湾
に
放
流
し
て
い
る
。
玄

界
灘
や
博
多
湾
に
生
息
す
る
豊
富
な
動
植
物

を
は
じ
め
と
す
る
環
境
に
や
さ
し
い
水
づ
く

り
と
な
っ
て
い
る
。

「
安
全
」だ
か
ら
安
心
し
て
使
え
る

　

日
本
一
の
規
模
を
誇
る
最
新
海
水
淡
水

化
施
設
だ
け
に
、毎
日
見
学
者
が
訪
れ
る
。

2
0
0
6
年
6
月
27
日
に
は
1
万
人
を
突
破

し
た
。
国
内
は
も
と
よ
り
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

韓
国
、中
近
東
な
ど
諸
外
国
か
ら
の
視
察
も

多
い
と
い
う
。
な
か
で
も
多
い
の
は
や
は
り

地
元
住
民
だ
。
中
学
生
、高
校
生
の
社
会
科

見
学
や
市
民
団
体
の
見
学
が
毎
日
の
よ
う
に

組
ま
れ
て
い
る
。そ
う
し
た
見
学
を
通
し
て
、

同
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と

も
に
、さ
ら
に
水
の
大
切
さ
を
訴
え
て
い
る

の
だ
と
い
う
。
一
方
、地
域
住
民
は
、つ
く
ら

れ
る
水
が
「
安
全
」で
あ
る
こ
と
に
最
も
関

心
を
示
す
と
い
う
。

「
手
間
ひ
ま
か
け
た
水
だ
か
ら
こ
そ
、大
切
に

し
な
け
れ
ば
」と
口
々
に
す
る
地
元
見
学
者

た
ち
。
蛇
口
を
ま
わ
す
と
水
が
出
る
。
そ
ん

な
当
た
り
前
の
こ
と
が
私
た
ち
の
生
活
を
支

え
て
い
る
の
だ
。

2
9
5
日
間
に
も
及
ん
だ

給
水
制
限

　

大
都
市
は
大
き
な
川
の
流
域
に
存
在
す

る
。
産
業
や
生
活
に
欠
か
せ
な
い
水
が
豊
富

だ
か
ら
こ
そ
人
口
が
密
集
す
る
の
だ
。
と
こ

ろ
が
、人
口
2
3
0
万
人
の
福
岡
都
市
圏
を

貫
流
す
る
一
級
河
川
は
な
い
。
慢
性
的
な
水

不
足
へ
の
取
組
み
と
し
て
福
岡
市
を
中
心
と

す
る
9
市
10
町
が
連
携
し
、大
河
川
の
筑
後

川
か
ら
福
岡
都
市
圏
へ
の
水
供
給
を
担
っ
て

き
た
。
し
か
し
、供
給
源
と
な
っ
て
い
る
筑

後
川
水
系
の
ダ
ム
水
や
河
川
水
は
天
候
異
変

や
上
流
域
の
水
源
か
ん
養
力
の
低
下
で
減

少
、さ
ら
に
少
雨
傾
向
が
続
く
と
深
刻
な
水

不
足
と
な
る
。
1
9
7
8
年
は
2
8
7
日

間
、
1
9
9
4
年
は
2
9
5
日
間
に
も
及
ぶ

給
水
制
限
を
経
験
し
た
。
こ
う
し
た
水
不
足

解
消
と
、発
展
著
し
い
福
岡
都
市
圏
の
増
加

傾
向
に
あ
る
水
需
要
に
見
合
う
新
た
な
水
源

と
し
て
福
岡
市
東
区
に
淡
水
化
施
設
建
設
を

計
画
、施
工
し
、海
の
中
道
奈
多
海
水
淡
水
化

セ
ン
タ
ー
と
し
て
2
0
0
5
年
6
月
1
日
か

ら
供
給
を
開
始
し
た
。

天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
水
供
給

　

同
セ
ン
タ
ー
の
最
大
供
給
量
は
5
万
立
方

メ
ー
ト
ル
で
国
内
最
大
規
模
。
節
水
意
識
の

高
い
福
岡
都
市
圏
の
住
民
一
人
が
一
日
に
使

用
す
る
水
は
約
2
0
0
リ
ッ
ト
ル
な
の
で
、

同
都
市
圏
の
約
25
万
人
分
を
賄
う
こ
と
が
で

き
る
。

　

セ
ン
タ
ー
が
稼
働
し
て
間
も
な
く
の
こ
と

だ
。
少
雨
傾
向
に
よ
り
筑
後
川
か
ら
の
取
水

が
10
％
に
制
限
さ
れ
た
。
渇
水
が
心
配
さ

れ
た
が
、取
水
制
限
に
連
動
し
て
3
万
立
方

メ
ー
ト
ル
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
一
日
の
生
産

量
を
フ
ル
稼
働
の
5
万
立
方
メ
ー
ト
ル
に

引
き
上
げ
た
。
給
水
制
限
に
で
も
な
れ
ば
、

厳
し
い
水
な
し
生
活
に
な
る
と
こ
ろ
だ
が
、

同
セ
ン
タ
ー
が
生
産
す
る
水
の
効
果
は
大

き
く
、市
民
生
活
へ
は
ま
っ
た
く
影
響
が
出

な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
は
天
候
と
い
う
人

知
の
及
ば
な
い
力
で
左
右
さ
れ
た
水
を
、天

候
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
な
く
確
保
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。
2
0
0
5
年
6

月
1
日
か
ら
毎
日
生
産
を
続
け
て
い
る
水

は
、
2
0
0
6
年
10
月
4
日
現
在
で
累
積

1
7
8
6
万
立
方
メ
ー
ト
ル
、福
岡
都
市
圏

の
市
民
生
活
や
産
業
を
し
っ
か
り
支
え
る
存

在
に
な
っ
て
い
る
。

玄
界
灘
、博
多
湾
に
住
む

動
植
物
へ
も
配
慮

　

従
来
は
40
％
程
度
が
限
界
だ
っ
た
淡
水
化

率
。
同
セ
ン
タ
ー
は
大
幅
に
向
上
し
60
％
の

世
界
最
高
を
誇
る
。
淡
水
化
の
仕
組
み
を
簡

単
に
説
明
す
る
と
、玄
界
灘
の
海
底
の
中
に

設
け
た
取
水
施
設
か
ら
最
大
10
万
3
0
0
0

立
方
メ
ー
ト
ル
／
日
の
海
水
を
取
水
す
る
。

次
に
セ
ン
タ
ー
1
階
の
海
水
淡
水
化
プ
ラ
ン

ト
施
設
で
海
水
の
塩
分
や
不
純
物
を
「
逆
浸

透
法
」と
い
う
淡
水
化
方
法
で
取
り
除
い
て

センターの外観。向
こうに見えるのは取
水口のある玄界灘

UF膜のプラント

センターで生産した淡水で育てられているトマト

お話を伺った海水淡水
化センターの濱野利夫
所長は「水の安定供給
に貢献していきたい」と
抱負を語る

▶取水口に使わ
れているパイプ。
人が難なく通れ
る大きさ

淡水化とは

海水に約3.5％含まれている塩分と不純物を取り除いて淡水をつくることを「海水淡
水化」と呼ぶ。淡水化の方法には海水を熱して蒸発させ、再び冷やして真水にする「蒸
発法」、イオン交換膜と電気を利用し水に溶けている塩分を除去する「電気透析法」、高
圧により水を膜透過させることで、水と塩分を分離する「逆浸透法」などがある。

逆浸透の原理

水槽の左右を特殊な性質を持つ「半
透膜」で仕切り、片側に海水、もう一方
に真水を入れると、塩分を薄めようと
真水が海水側へ移動するのが浸透現
象。逆浸透は海水側に圧力をかける
と、塩分を残して水分だけが真水側に
移動する。

半透膜 水の流れ

浸透現象 逆浸透現象

真水 塩水

半透膜 水の流れ

真水 塩水

圧力

　「湯水のように使う」。こんな慣用句か
らもわかるように、水は日本では豊富にあ
るものの代名詞のような存在です。蛇口
をひねればいつでも出てくる、飲んでも安
心な水道水。そんな当たり前の安心を当
たり前に提供するために、水の源である
浄水場で厳しい監視の目を光らせている
のが、山武の協調オートメーション・シ
ステム「HarmonasTM」です。取水、不純物
の沈殿、ろ過、薬品消毒、配水とすべての工
程で機能する機器を一元管理し、制御する

「Harmonas」は、私たちの暮らしの安全を
そっと見守っています。

水の安全を静かに見守る

協調オートメーション・システム
「Harmonas」

a z b i l  Top i cs

Jan.2007　� 



ポート
アイランド

六甲山

大阪湾

六甲アイランド

宮水地帯

西郷
御影郷

魚崎郷

西宮郷

今津郷 灘五郷とは兵庫県西宮市
から神戸市東部にかけて
の海岸沿いにある、今津
郷、西宮郷、魚崎郷、御影
郷、西郷のこと。これら地
域に蔵元があり、菊正宗
嘉宝蔵は御影郷にある

伝
統
製
法
と
仕
込
水

　

2
0
0
6
年
10
月
19
日
、菊き

く

正ま
さ
む
ね宗

嘉か
ほ
う
ぐ
ら

宝
蔵
五ご

ば
ん番

で
丹
波
杜
氏
の
小
島
喜
代
輝
さ
ん
に
よ
る
酒
づ
く

り
が
始
ま
っ
た
。
菊
正
宗
の
酒
づ
く
り
の
特
長
は

江
戸
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
「
生
も
と
づ

く
り
」。
手
間
ひ
ま
が
か
か
り
、し
か
も
た
い
へ

ん
難
し
い
製
法
の
た
め
に
「
生
も
と
づ
く
り
」を

採
用
し
て
い
る
蔵
元
は
数
少
な
い
。
小
島
さ
ん
は

１
９
５
８
年
か
ら
嘉
宝
蔵
を
受
け
持
ち
「
生
も
と

づ
く
り
」に
取
り
組
ん
で
き
た
大
ベ
テ
ラ
ン
だ
。

以
前
は
、蔵
ご
と
に
杜
氏
が
い
て
、味
と
技
術
を
競

い
合
っ
て
い
た
。
菊
正
宗
も
戦
前
に
は
33
も
の
蔵

が
あ
っ
た
の
だ
と
か
。
い
ま
は
機
械
化
や
日
本
酒

市
場
の
縮
小
な
ど
か
ら
、純
米
酒

な
ど
の
高
級
酒
に
限
っ
て
昔
な

が
ら
の
酒
づ
く
り
を
嘉
宝
蔵
で

行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、仕
込
水

と
し
て
使
わ
れ
る
の
が
宮み

や
み
ず水

だ
。

六
甲
山
が
つ
く
る
地
下
水

　

宮
水
を
使
っ
た
こ
と
が
灘
の
酒
の
名
声
を
広
め

た
大
き
な
要
因
だ
。
宮
水
と
は
兵
庫
県
西
宮
市
内

の
あ
る
特
定
の
地
下
か
ら
汲
み
上
げ
ら
れ
る
水
の

こ
と
。
発
見
し
た
の
は
灘
の
蔵
元
の
一
つ
「
櫻
正

宗
」の
祖
・
山や

ま
む
ら邑

太た
ざ
え
も
ん

左
衞
門
で
、西
宮
の
井
戸
水
を

使
う
と
良
酒
が
で
き
、そ
の
酒
が
江
戸
で
大
評
判

に
な
っ
た
た
め
、ほ
か
の
蔵
元
も
西
宮
の
井
戸
水

を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
。“
に
し
の
み
や
の
み
ず
”

が
縮
ん
で
“
み
や
み
ず
”。
灘
は
、背
後
に
あ
る
六

甲
山
か
ら
流
れ
る
伏
流
水
の
た
め
に
地
下
水
が
豊

富
だ
。
ミ
ネ
ラ
ル
は
多
い
が
酒
に
色
を
つ
け
て
し

ま
う
鉄
分
が
少
な
い
き
れ
い
な
水
だ
。
宮
水
は
そ

う
し
た
地
下
水
よ
り
も
は
る
か
に
カ
ル
シ
ウ
ム
、

カ
リ
ウ
ム
、マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
分

が
多
い
。
ど
う
し
て
あ
る
地
域
だ
け
が
特
別
な
の

か
。
さ
ま
ざ
ま
な
学
説
が
あ
る
が
い
ま
だ
解
明
さ

れ
て
い
な
い
。
ま
さ
に
神
秘
の
水
な
の
だ
。

自
然
と
人
間
の
技
が
つ
く
り
だ
す
味

　

菊
正
宗
は
西
宮
の
宮
水
地
帯
に
15
本
の
井
戸
を

所
有
し
て
い
る
。
わ
ず
か
50
メ
ー
ト
ル
四
方
の
エ

リ
ア
に
あ
る
井
戸
な
の
だ
が
、そ
れ
ぞ
れ
微
妙
に

成
分
が
違
い
、年
ご
と
に
最
適
な
井
戸
を
選
ぶ
の

だ
と
い
う
。
な
ぜ
宮
水
が
良
酒
を
つ
く
る
の
か
。

い
ま
で
こ
そ
発
酵
や
温
度
を
科
学
的
に
管
理
す
る

こ
と
で
、高
品
質
で
均
質
な
酒
づ
く
り
が
行
え
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、昔
は
杜
氏
の
経
験
と
勘
だ
け

が
頼
り
だ
っ
た
。
冬
に
仕
込
ん
だ
酒
は
、腐
敗
を

防
ぎ
、過
剰
発
酵
さ
せ
な
い
よ
う
に
春
に
火
入
れ

を
し
、夏
の
間
熟
成
さ
せ
る
。
秋
に
は
香
味
が
整

い
味
の
良
い
酒
と
な
る
の
だ
が
…
。
火
入
れ
し
た

　

に
も
か
か
わ
ら

ず
雑
菌
が
繁
殖
し

た
り
腐
敗
し
た
り

す
る
酒
も
ま
た
多

か
っ
た
。し
か
し
、

宮
水
を
使
う
と
不

思
議
と
腐
ら
な

い
。
ミ
ネ
ラ
ル
分

が
多
い
宮
水
を
使

用
す
る
と
、ア
ル

コ
ー
ル
度
数
の
高

い
腐
り
に
く
い
酒
に
な
る
の
だ
。
ミ
ネ
ラ
ル
分
は

酵
母
菌
な
ど
の
栄
養
と
な
っ
て
力
強
い
発
酵
を
促

す
。
も
ち
ろ
ん
、現
在
は
腐
敗
な
ど
を
心
配
す
る

必
要
は
な
い
が
、す
っ
き
り
し
た
辛
口
の
灘
の
酒

の
味
は
宮
水
が
あ
れ
ば
こ
そ
の
も
の
な
の
だ
。

宮
水
の
保
全

　

で
は
、ミ
ネ
ラ
ル
を
加
え
れ
ば
普
通
の
水
を
宮

水
に
変
え
ら
れ
る
か
。
答
え
は
ノ
ー
。
宮
水
の
成

分
に
つ
い
て
も
す
べ
て
が
科
学
的
に
解
明
さ
れ
て

い
な
い
。
宮
水
に
似
た
水
は
つ
く
れ
て
も
宮
水
自

体
は
つ
く
れ
な
い
。
１
９
５
４
年
、西
宮
市
長
を

会
長
と
し
た
「
宮
水
保
存
調
査
会
」が
発
足
、ま
た

神
戸
市
と
灘
五
郷
酒
造
組
合
と
の
間
で
「
灘
地
下

水
調
査
会
」を
設
置
し
、宮
水
の
使
用
用
途
の
限

定
、水
質
・
水
量
の
定
期
的
調
査
や
、建
築
・
土
木

工
事
な
ど
に
よ
る
宮
水
、地
下
水
へ
の
影
響
を
綿

密
に
調
査
し
、一
帯
の
地
下
水
と
と
も
に
宮
水
の

保
全
に
努
力
し
て
い
る
。

　

海
か
ら
蒸
発
し
た
水
は
雨
と
し
て
地
下
に
染
み

込
み
、何
十
年
、何
百
年
の
時
間
を
経
て
再
び
姿
を

現
す
。
大
自
然
の
営
み
と
、人
間
の
弛
ま
ぬ
努
力

で
築
い
た
技
の
出
会
い
が
生
む
酒
。
ど
ち
ら
が
欠

け
て
も
私
た
ち
の
生
活
は
寂
し
く
な
る
。
大
自
然

と
人
間
の
技
に
感
謝
。

　今年で創業103年目を迎えた金門製作
所は、ガスや水道の計量メーターを作る
企業です。計量法に基づいた高い精度と、
長期間の安定した使用を確保し、私たち
の暮らしに不可欠な水の使用量を正確に
計量しています。正確な検針による適正
な課金は、安全な水を過不足なく供給す
るためになくてはならないもの。また、
電子式水道メーターでは通常の検針はも
ちろん、漏水の警告や高齢者の不測の事

態を予測する流量ゼロ検知機
能なども搭載。水と暮らし
の接点を、より豊かに、より

安全に変えていきます。

正確な検針が支える水の安定供給

金門製作所の水道メーター

灘で酒づくりが盛んに
なった理由は、宮水の
他に、江戸へ酒を運ぶ
ための海運の利便性、
米を大量に精米する水
車精米の発達、酒蔵を
衛生的に保つ冬の乾
燥した気候（六甲おろ
し）、そして丹波・但馬
の杜氏の技術力の高さ
といわれている

灘の酒蔵は棟を東西に長くのば
し、窓を北向きにとって、六甲お
ろしの寒気を十分に取り入れら
れるよう工夫されていた

お話を伺った家村芳次課長
（菊正宗酒造株式会社生産部
生産管理グループ 農学博士）
は「ライフスタイルに合わせ
たお酒を提案したい」と話す

　“もと”とはアルコール発酵をつかさどる清酒酵母を
育成すること。もとづくりが日本酒をつくる原点とな
る。米、米麹、宮水を丹念に摺り合わせて、自然の乳酸
菌の力を利用して力強く優良な清酒酵母を育てる「生
もとづくり」は、最初の2週間で天然の乳酸菌による乳
酸醗酵を行い、次の1週間で酵母を育てる。現在、一般
的になっている「速醸もと」は2週間かかる乳酸発酵
を省略して、もとを仕込むときに市販の乳酸と培養酵
母を加えて約1週間で酵母を育てる。
　ちなみに、日本酒のつくり方を簡単に説明すると、米
と水を原料とし、米は麹によって糖化、ブドウ糖がで
き、そのブドウ糖が、清酒酵母による発酵でアルコール
になる。この糖化と発酵が桶やタンク内で進行して日
本酒ができる。「生
もとづくり」で利用
する乳酸菌は雑菌
の繁殖を抑える役
割をする。

「生もとづくり」

※導入技術：
総合エネルギーマネジメントサービスtemsTM
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電子式水道メーター
EKB型20mm

　多種多様な魚類を1,200トンもの大水
槽で観賞できる須磨海浜水族園。日本の
近代水族館発祥の地ともいわれる須磨海
浜水族園では、2004年4月から大幅なエ
ネルギー管理がスタート。大水槽をはじ
め、イルカプールやラッコ水槽などの飼
育水槽で行われていた生活環境を維持す
るための24時間ノンストップの水循環
に、インバータ制御、水質自動監視制御が
導入されました。設計・施工、そして省
エネルギー効果の保証は山武が担いまし
た。停止できない水循環。山武は飼育員
の経験をヒアリングした上で、健全な飼
育環境の保持を図りながら、水温、濁度に
加え、酸化還元電位計測に基づいて循環
ポンプのインバータ制御による省エネル
ギーを実現しています。大迫力の水槽で
歓声をあげる子どもたち。その水は山武
のオートメーション技術によってコント
ロールされています。

24時間ノンストップの
水循環を省エネルギー制御

神戸市立須磨海浜水族園

菊正宗の宮水井戸場

酒
の
80
％
あ
ま
り
は
水
だ
。

当
然
、水
の
善
し
悪
し
が
酒
の
味
を
決
め
る
。

江
戸
時
代
よ
り
酒
の
産
地
と
し
て
有
名
な
灘
は
、

鉄
分
が
少
な
い
硬
水
が
得
ら
れ
る
こ
と
で

銘
酒
が
つ
く
ら
れ
て
き
た
。

う
ま
い
水
あ
る
と
こ
ろ
に
う
ま
い
酒
あ
り
。

灘
の
あ
る
蔵
元
を
訪
ね
た
。

水
を

 

楽
し
む
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東京ガス ガスの科学館『がすてなーに』

納入事例紹介

Client
Vol.1 ガスの科学館

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
？は

て
な

を
学
び
！

な
る
ほ
ど

を
実
感

　

大
規
模
な
マ
ン
シ
ョ
ン
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
が
建
設
さ
れ
、開
発
著
し
い
江
東

区
豊
洲
エ
リ
ア
。
そ
の
新
た
な
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
と
し
て
、
2
0
0
6
年
６
月
の
オ
ー

プ
ン
以
来
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ま
を
迎
え

て
い
る
の
が
、東
京
ガ
ス
が
運
営
す
る
ガ
ス

の
科
学
館
で
す
。
ガ
ス
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

そ
し
て
地
球
環
境
に
つ
い
て
子
ど
も
た
ち

が
楽
し
く
学
び
、考
え
ら
れ
る
場
と
し
て
、

オ
ー
プ
ン
か
ら
４
カ
月
間
で
約
７
万
４
千

人
も
の
来
館
者
を
数
え
て
い
ま
す
。

　

初
代
ガ
ス
の
科
学
館
は
、
1
9
8
6
年

に
東
京
ガ
ス
創
立
1
0
0
周
年
事
業
の
一

環
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、閉
館
ま
で
の
20

年
間
で
累
計
2
0
0
万
人
の
お
客
さ
ま
を

迎
え
た
人
気
パ
ビ
リ
オ
ン
で
し
た
。
こ
の

た
び
、豊
洲
地
区
開
発
整
備
事
業
の
進
展

に
伴
い
、場
所
を
移
し
て
、20
年
間
の
社
会

と
ガ
ス
事
業
の
変
化
を
反
映
し
な
が
ら
、

新
た
な
コ
ン
セ
プ
ト
で
新
規
オ
ー
プ
ン
す

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
ガ
ス
の
科
学
館
の
テ
ー
マ
は
、『
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
？は

て
な

を
学
び
、
！

な
る
ほ
ど

を
実
感
』。

『
が
す
て
な
ー
に
』と
い
う
愛
称
の
も
と
、

７
つ
の
ゾ
ー
ン
で
ガ
ス
の
特
徴
や
性
質
、

ガ
ス
が
も
た
ら
す
効
果
を
体
験
型
の
設
備

を
使
っ
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
展
示

は
徹
底
し
た
ハ
ン
ズ
オ
ン
型
で
、引
い
て
、

押
し
て
、回
し
て
、五
感
を
駆
使
し
て
楽
し

む
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
球
カ
ラ
ー
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
ま
と
っ

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
案
内

係
が
、来
館
者
の
興
味
関
心
に
添
っ
て
館

内
を
ガ
イ
ド
し
、団
体
、家
族
、個
人
の
お

客
さ
ま
に
も
柔
軟
に
対
応
し
ま
す
。
さ
ら

に
、屋
上
は
3
6
0
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ
が

広
が
る
屋
上
庭
園
と
な
っ
て
お
り
、風
に

吹
か
れ
な
が
ら
豊
洲
ベ
イ
エ
リ
ア
の
美
し

い
風
景
を
一
望
で
き
ま
す
。
来
館
者
の
楽

し
み
を
追
求
し
た
設
計
が
随
所
に
盛
り
込

ま
れ
、子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す

人
気
が
高
ま
り
そ
う
で
す
。

B
E
M
S
や
燃
料
電
池
を
用
い
、

徹
底
し
た
省
エ
ネ
を
実
現

　

ガ
ス
を
中
心
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環

境
と
の
調
和
、地
球
環
境
の
現
在
と
未
来

の
あ
る
べ
き
姿
を
伝
え
て
い
く
ガ
ス
の
科

学
館
で
は
、施
設
の
設
計
に
お
い
て
も
高

度
な
環
境
へ
の
配
慮
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

敷
地
全
体
の
64
％
は
樹
木
と
芝
生
に
よ
り

緑
化
。
さ
ら
に
建
物
全
体
を
２
万
分
の
１

の
大
き
さ
の
地
球
の
一
部
に
見
立
て
、屋

上
の
ア
ー
チ
は
地
球
と
同
じ
弧
を
描
く
よ

う
に
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、平
坦
な
土

地
と
四
角
い
ビ
ル
が
多
い
豊
洲
の
中
で
も

柔
ら
か
い
印
象
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、環
境
へ
の
配
慮
は
外
観
ば

か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
施
設
の
運
営
は
、

使
用
電
力
を
抑
え
る
た
め
に
燃
料
電
池
が

使
用
さ
れ
、総
電
力
量
の
50
％
を
燃
料
電

池
で
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、山
武
の

建
物
管
理
シ
ス
テ
ムsavic-net

TM EV

を
導

入
し
て
中
央
監
視
を
行
い
、エ
ネ
ル
ギ
ー

デ
ー
タ
を
収
集
・
管
理
す
る
B
E
M
S

（B
uilding E

nergy M
anagem

ent 
S

ystem

）に
よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
制
御

を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

東
京
ガ
ス
で
は
、す
で
に
横
浜
市
鶴
見

区
の
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
館
で
燃
料
電
池
を

導
入
し
、高
い
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
を
あ

げ
て
い
ま
し
た
。そ
の
導
入
に
際
し
て
は
、

経
済
産
業
省
の
国
庫
補
助
金
制
度
を
利
用

し
、導
入
費
用
の
３
分
の
１
の
補
助
を
受

け
た
経
緯
が
あ
り
、新
ガ
ス
の
科
学
館
に

お
い
て
は
B
E
M
S
と
燃
料
電
池
の
導
入

に
際
し
て
、経
済
産
業
省
と
、さ
ら
に
は
独

立
行
政
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
技
術
総

合
開
発
機
構
（
N
E
D
O
）の
補
助
金
制

度
を
活
用
す
る
こ
と
に
迷
い
は
な
か
っ
た

と
い
い
ま
す
。

「
日
々
の
デ
ー
タ
が
自
動
的
に
吸
い
上
げ

ら
れ
、不
具
合
が
あ
れ
ば
即
座
に
対
応
が

で
き
る
。
運
転
管
理
の
簡
素
化
が
図
ら
れ

助
か
っ
て
い
ま
す
。
今
後
エ
ネ
ル
ギ
ー
使

用
の
さ
ら
な
る
効
率
化
を
図
る
上
で
も
、

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
有
効
に
活
用
で
き
る

と
思
い
ま
す
。山
武
は
計
測
だ
け
で
な
く
、

制
御
に
も
非
常
に
高
い
実
績
を
も
っ
て
お

り
、さ
ら
な
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
快
適
性

を
追
求
で
き
る
点
で
大
変
満
足
し
て
い
ま

す
」（
橋
爪
副
館
長
）

豊
洲
地
域
一
帯
の

魅
力
づ
く
り
に
貢
献

　

オ
ー
プ
ン
し
て
半
年
が
経
過
し
、周
囲

へ
の
認
知
度
も
着
実
に
上
が
っ
て
き
た
こ

の
施
設
。
こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
館
長
に
伺

い
ま
し
た
。

「
科
学
館
の
テ
ー
マ
で
あ
る
ガ
ス
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
、地
球
環
境
に
つ
い
て
の
常
設
展

は
も
ち
ろ
ん
、食
育
や
防
災
な
ど
も
含
ん

だ
、幅
広
い
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
も
す
で
に

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
施
設
の
持
つ
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
最
大
限
に
発
揮
し
、社
会
へ
の

貢
献
と
豊
洲
地
域
一
帯
の
魅
力
づ
く
り
に

役
立
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」（
井
沢
館

長
）

　

東
京
ガ
ス
と
山
武
の
技
術
が
協
力
し
て

生
み
出
し
た
、地
球
環
境
を
考
え
る
豊
洲

の
新
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、ガ
ス
の
科
学
館
。

こ
の
施
設
が
、こ
の
国
の
こ
れ
か
ら
を
担

う
子
ど
も
た
ち
に
与
え
て
く
れ
る
夢
に
期

待
し
ま
し
ょ
う
。

エネルギーと地球環境を
五感で学ぶ未来型パビリオン
2006年6月のオープン以来、
たくさんのお客さまで賑わうガスの科学館。
自分の手を動かして学ぶ体験型の展示が
わかりやすいと人気を呼んでいます。

「BEMS」
Building Energy Management System

Products Review

東京ガス株式会社
ガスの科学館
館長
井沢 修氏

所 在 地
T E L
F A X
開 館 時 間
休 館 日

入 館 料

：
：
：
：
：

：

東京都江東区豊洲6-1-1
03-3534-1111
03-3534-1643
9:30 〜 17:30（入館は16:30まで）
月曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始、
設備点検日
無料

ガスの科学館

五感を使い、体験を通して、ガス
やエネルギー、地球環境につい
て学ぶことができます

「BEMS」はビルの設備管理や省エネルギー制
御を行い、環境性や省エネ性の改善を支援する
エネルギーデータ収集・管理システム。施設内
のエネルギー機器や居住環境・生産環境の情
報を集中して管理できます。また、「BEMS」を
有効活用し、建物の環境負荷削減を実現する
ためのサービスも拡充しています。

ガスは大切な地球の恵み。ガスの科学館では、
私たちの暮らしを支えるエネルギー・ガスの
不思議な世界を、楽しみながら見て、聞いて、体
験して、感じてみることができます。

副館長
橋爪 良光氏

炎のふしぎギャラリーでは、ガス
の炎の暖かさ、親しみやすさを感
じることができます

屋上の芝生の先に見えるのがレインボーブ
リッジ。ここに立てば地球が丸く見える!?

Jan.2007　10 11　Jan.2007



株式会社 グローバル

Client
Vol.2 株式会社 グローバル 

連
続
加
熱
装
置

専
門
メ
ー
カ
ー
と
し
て

　

通
信
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
市
場
の
誕

生
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
1
9
8
7
年
設
立
の

株
式
会
社
グ
ロ
ー
バ
ル
。
同
社
は
、電
気
炉

で
電
子
部
品
を
接
着
あ
る
い
は
硬
化
さ
せ

る
電
子
部
品
製
造
用
加
熱
装
置
メ
ー
カ
ー

と
し
て
通
信
・
電
子
機
器
の
技
術
革
新
を

支
え
て
き
ま
し
た
。
本
社
お
よ
び
本
社
工

場
は
埼
玉
県
寄
居
町
に
あ
り
、埼
玉
県
知
事

が
豊
か
な
彩
の
国
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
指
定
す
る
“
彩
の
国
工
場
”に
も
選

ば
れ
て
い
ま
す
。

　

主
な
生
産
品
は
、連
続
式
ハ
イ
・
ク
リ
ー

ン
加
熱
炉
、連
続
式
N
2
ク
リ
ー
ン
硬
化

炉
、連
続
式
N
2
ガ
ラ
ス
封
止
炉
、液
晶
製

造
用
加
熱
装
置
な
ど
で
す
。

「
会
社
創
業
以
来
、熱
を
利
用
す
る
装
置
に

特
化
し
、現
在
は
連
続
式
雰
囲
気
炉
の
分
野

に
お
い
て
当
社
な
ら
で
は
の
装
置
を
設
計
、

製
造
し
て
い
ま
す
」（
松
田
茂
樹
社
長
）

　

主
要
納
品
先
に
は
大
手
の
電
気
、電
子

メ
ー
カ
ー
各
社
が
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。

全
工
場
を
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
に

　
「
電
子
部
品
製
造
用
加
熱
装
置
は
ク

リ
ー
ン
ル
ー
ム
で
使
用
さ
れ
ま
す
。
そ

こ
で
、当
社
で
も
さ
ら
な
る
品
質
と
歩
留

ま
り
の
向
上
を
期
待
す
る
お
客
さ
ま
の
要

望
に
応
え
よ
う
と
新
工
場
を
建
設
し
ま
し

た
」と
松
田
社
長
。
埼
玉
県
本
庄
市
に
あ

る
新
工
場
は
2
0
0
6
年
６
月
か
ら
製
品

出
荷
を
開
始
し
ま
し
た
。
工
場
部
分
は
す

べ
て
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
を
常
時
監
視

し
て
い
る
の
が
山
武
の
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
モ

ニ
タFFM

100P
A

で
す
。

「
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
の
管
理
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
た
際
、山
武
か
ら
パ
ー
テ
ィ
ク

ル
モ
ニ
タ
を
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
高
価
で

扱
い
も
面
倒
な
従
来
の
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
カ

ウ
ン
タ
ー
と
違
い
、小
型
軽
量
で
扱
い
や

す
く
、か
つ
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
を
常
時
監

視
で
き
る
こ
と
か
ら
、即
採
用
を
決
め
ま

し
た
」（
井
上
工
場
長
）

　

本
庄
工
場
の
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
は
ク
ラ

ス
1
0
0
0
。
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
モ
ニ
タ
は

ク
ラ
ス
相
当
値
（Fed-S

td-209E

規
格
）

を
10
段
階
で
レ
ベ
ル
表
示
し
ま
す
。
緑
色

と
赤
色
L
E
D
の
点
灯
数
で
ク
ラ
ス
表
示

さ
れ
る
の
で
、遠
く
か
ら
で
も
ク
リ
ー
ン

ル
ー
ム
の
状
態
を
把
握
で
き
ま
す
。
赤
色

L
E
D
が
１
つ
も
点
灯
し
て
い
な
け
れ
ば

ク
ラ
ス
1
0
0
相
当
以
下
の
状
態
、１
つ

点
灯
す
れ
ば
1
0
0
〜
1
0
0
0
以
下

の
状
態
だ
と
一
目
で
分
か
り
ま
す
。

「
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
モ
ニ
タ
を
導
入
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
、社
員
、協
力
会
社
の
問
題
意

識
が
高
く
な
り
ま
し
た
。
ト
ラ
ッ
ク
の

搬
入
口
も
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
で
す
が
、ク

リ
ー
ン
度
を
保
つ
た
め
に
作
業
時
間
が
短

縮
さ
れ
る
と
い
う
副
次
的
な
効
果
も
あ
り

ま
す
」（
井
上
工
場
長
）

　

新
工
場
稼
働
に
あ
た
っ
て
は
地
元
か
ら

社
員
を
採
用
し
ま
し
た
が
、工
場
内
が
い

つ
も
き
れ
い
な
状
態
に
あ
る
こ
と
が
ア

ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
若
く
て
優
秀
な

人
材
を
確
保
で
き
た
と
い
い
ま
す
。
グ

ロ
ー
バ
ル
で
は
女
性
が
活
躍
で
き
る
職
場

環
境
を
目
指
し
て
お
り
、「
ク
リ
ー
ン
」は

そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
ま
す
。

エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
の

期
待
に
応
え
て

　

グ
ロ
ー
バ
ル
と
山
武
の
本
格
的
な
取
引

は
2
0
0
1
年
頃
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

ま
ず
導
入
い
た
だ
い
た
の
が
、モ
ジ
ュ
ー

ル
形
調
節
計D

M
C

TM10

。
以
後
、電
子
部

品
製
造
用
加
熱
装
置
に
山
武
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
や
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
イ
バ
セ
ン
サ

を
採
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
電
気
設

計
を
担
当
す
る
山
田
さ
ん
は
、山
武
の
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
力
が
特
に
評
価
で
き
る
と

い
い
ま
す
。

「
装
置
の
回
路
数
が
多
く
な
る
と
調
節

計
の
省
ス
ペ
ー
ス
化
が
課
題
と
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
山
武
よ
り
小
型
で
高
機
能
な

D
M

C
10

の
提
案
を
受
け
ま
し
た
。
機
能

面
で
も
ハ
ー
ド
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
ソ

フ
ト
だ
け
で
対
応
で
き
る
拡
張
性
が
お
客

さ
ま
か
ら
好
評
で
す
」（
山
田
さ
ん
）

　

デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
イ
バ
セ
ン
サ
に
関
し
て

も
高
感
度
、超
長
距
離
を
実
現
し
た
検
出

性
能
の
高
さ
が
装
置
の
可
能
性
を
広
げ
て

い
る
と
い
い
ま
す
。

「
お
客
さ
ま
の
要
求
は
高
く
な
る
ば
か
り
。

私
た
ち
だ
け
で
解
決
で
き
な
い
こ
と
も
、

山
武
と
一
緒
に
考
え
な
が
ら
お
客
さ
ま
を

満
足
さ
せ
る
装
置
の
提
供
を
目
指
し
ま

す
」（
根
本
工
場
長
）

　

日
本
の
電
気
・
電
子
製
品
に
携
わ
る
企

業
は
独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い
ま
す
。

松
田
社
長
は
「
世
界
に
通
用
す
る
よ
う
に

と
願
い
を
込
め
た
社
名
で
す
」と
、さ
ら
に

高
品
質
な
電
子
部
品
製
造
を
可
能
に
す
る

装
置
の
開
発
・
製
造
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ご
く
近
い
将
来
、本
社
工
場
の
全
ク
リ
ー
ン

ル
ー
ム
化
も
計
画
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

パーティクルモニタが
クリーンルームを常時監視
社員の問題意識の向上に貢献
技術革新の激しい電子素材業界を支える装置メーカー。
品質と歩留りを左右するクリーンルームの管理が課題となっています。

株式会社 グローバル
代表取締役
松田 茂樹氏

本社・工場
本 庄 工 場
会 社 設 立
社 員 数
事 業 内 容

：
：
：
：
：

埼玉県大里郡寄居町大字富田3755番地
埼玉県本庄市いまい台2丁目98番地1
1987年12月4日
45人
電子部品製造用加熱装置の製造および
販売、各種焼成炉の製造および販売など

株式会社 グローバル

工場内のクリーン度が一目でわかるパーティクルモニタ

株式会社グローバルは、「視線は顧客、目線は
明日の技術」を合言葉に、連続式クリーン乾燥
炉、硬化炉、加熱炉、焼成炉、および周辺装置の
設計・製造・販売までの一貫体制で社会の発
展に貢献しています。

本社工場 工場長
根本 猛氏

本庄工場 工場長
井上 正人氏

技術部 電気グループリーダー
山田 真実氏

装置に組み付けられたＤＭＣ10（左）と、デジタルファ
イバセンサHPX-AG

納入事例紹介

各種装置は、クリーンな環境の中で、一つひとつ丁寧に組み立てられていきます
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ち
ょ
っ
と
身
の
回
り
を
見
て
ほ
し
い
。オ
フ
ィ

ス
に
は
パ
ソ
コ
ン
、携
帯
電
話
、電
子
手
帳
、家
に

は
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
や
液
晶
テ
レ
ビ
、
D
V
D

レ
コ
ー
ダ
…
…
巷
に
は
デ
ジ
タ
ル
製
品
・
デ
ジ

タ
ル
家
電
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
製
品

に
は
電
子
材
料
が
数
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。

半
導
体
の
材
料
で
あ
る
シ
リ
コ
ン
ウ
エ
ハ
ー
や

シ
リ
コ
ン
マ
ス
ク
、フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
用
の
ガ
ラ
ス
基
板
や
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
タ
ー

な
ど
だ
。
い
ま
日
本
は
半
導
体
材
料
世
界
シ
ェ

ア
60
％
強
、デ
ィ
ス
プ
レ
イ
材
料
の
70
％
強
を
誇

る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

　

電
子
材
料
分
野
を
担
う
の
は
大
手
企
業
で
あ

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
巨
額
な
設
備
投

資
で
技
術
革
新
を
次
々
と
成
し
遂
げ
て
い
る
。

そ
こ
で
い
ま
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
大
手
企

業
に
協
力
す
る
企
業
の
製
造
環
境
だ
。
電
子
材

料
は
何
よ
り
も
塵
埃
（
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
）を
嫌

う
。
電
子
材
料
に
携
わ
る
メ
ー
カ
ー
な
ら
ば
、規

模
に
か
か
わ
ら
ず
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
設
備
が
必

要
な
の
だ
。
特
に
、い
ま
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が

ク
リ
ー
ン
な
環
境
下
で
作
業
を
し
た
と
い
う
履

歴
。電
子
材
料
に
も
食
品
な
ど
と
同
様
の
ト
レ
ー

サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。

　

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
内
の
ク
リ
ー
ン
度
を
測
定
す

る
に
は
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
カ
ウ
ン
タ
ー
が
必
要
だ

が
、測
定
に
時
間
が
か
か
る
、イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト

が
高
い
、常
時
監
視
が
で
き
な
い
な
ど
の
不
満
が

多
か
っ
た
。
特
に
こ
れ
か
ら
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
を

導
入
す
る
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
設
備
以
外
の
イ
ニ

シ
ャ
ル
コ
ス
ト
は
で
き
る
だ
け
抑
え
た
い
。

　

そ
こ
で
、山
武
の
ア
ド
バ
ン
ス
オ
ー
ト
メ
ー

シ
ョ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
※

I
A
Q
事
業
部
が
開
発
、

販
売
し
て
い
る
の
が
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
モ
ニ
タ
だ
。

　

パ
ー
テ
ィ
ク
ル
モ
ニ
タ
は
、わ
ず
か
な
イ
ニ

シ
ャ
ル
コ
ス
ト
で
、ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
の
常
時
監

視
を
行
い
、社
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
活
用
し
て
パ
ソ
コ
ン

上
で
の
デ
ー
タ
収
集
を
可
能
に
し
た
。取
得
デ
ー

タ
は
多
く
の
電
子
手
帳
や
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
な

ど
で
も
利
用
で
き
る
汎
用
性
の
高
い
C
S
V

フ
ァ
イ
ル
で
管
理
で
き
る
の
で
グ
ラ
フ
化
な
ど

へ
の
加
工
も
可
能
だ
。
ま
た
、吸
引
に
よ
る
サ
ン

プ
リ
ン
グ
で
は
な
く
、内
部
ヒ
ー
タ
ー
に
よ
る
上

昇
気
流
を
利
用
し
、光
散
乱
方
式
の
セ
ン
サ
で

パ
ー
テ
ィ
ク
ル
の
粒
子
径
と
数
を
確
認
す
る
の

で
極
め
て
静
か
だ
。

　

山
武
の
I
A
Q
事
業
部
は
こ
の
パ
ー
テ
ィ
ク

ル
モ
ニ
タ
を
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
へ
の
布
石
と
位
置
付
け
て
い
る
。
山
武
で
は
、

電
子
分
野
は
も
ち
ろ
ん
、精
密
機
器
、医
療
、宇
宙

産
業
な
ど
、パ
ー
テ
ィ
ク
ル
が
品
質
や
歩
留
ま

り
に
影
響
を
与
え
る
分
野
に
お
け
る
的
確
な
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
供
を
目
指
し
て
い
く
。

品
質
や
歩
留
ま
り
に
影
響
を
与
え
る

パ
ー
テ
ィ
ク
ル
を
常
時
監
視

a z b i l
m i n d
人 を 中 心 と し た
オートメーションを目指して。

1981年入社、藤沢工場製造部、中部支
社販売部などを経て現在に至る。
「azbil元年の新たなスタートラインに
立ち、一日でも早く「azbil」が多くのお
客さまに親しみを持っていただける会
社になるように活動をしていきます」

吉峯 正義
アドバンスオートメーションカンパニー
IAQ事業部マーケティンググループ
インダストリアル市場マネジャー

パーティクルモニタ

FFM100PA

Vol.1

【DATA】
◦�表示方法：クラス相当値（Fed-Std-209E
規格）で赤色LED表示

◦�表示レベル：クラス100相当〜クラス
100,000相当を10段階でレベル表示

　�100/1,000/2,000/3,000/5,000/10,0
00/20,000/30,000/50,000/100,000、
100,000超

◦測定方法：光散乱方式
◦対象粒子サイズ：0.3μm以上
◦�サンプリング方式：内部ヒーターによる
上昇気流を利用

◦サンプリング時間：5分
◦測定結果の更新時間：5秒
◦�質 量：本体/約350g、ACアダプタ/約
700g、取付金具/約100g

写真左より、井口、大矢、吉峯

1991年入社。アナログ技術、電源技術、高電
圧技術を生かし、電子式点火トランス（イグ
ナイタ）の開発、電子式エアクリーナの高電
圧電源や制御ボード等の開発に携わる。
「Indoor Air Qualityの追求により、お客さま
に喜ばれる安心で快適な空間を作り出せる
機器の開発をしていきたいと考えています」

大矢 康裕
アドバンスオートメーションカンパニー
IAQ事業部開発グループ
課長代理2003年入社、入社時よりエアクリーナの開

発を担当し、現在はパワーパック等のエレ
キ分野を担当。
「azbilの理念を常に意識し、製品開発を行っ
ていきます。azbilのマークおよび製品自体
も、さらに幅広く世間に認知されるよう頑
張ります」

井口 俊丸
アドバンスオートメーションカンパニー
IAQ事業部開発グループ

※
I
A
Q
：Indoor Air Q

uality

の
略

　『azbil』創刊号はいかがでしたか？皆さんが読
みなれている雑誌をリニューアルすることは、実
は大きなチャレンジです。こうして編集を終え
た今も、実は「手にとって読んでもらえるかな」
とか、「楽しんでもらえるかな」、「前のほうがよ
かった、と言われないかな」と不安でいっぱいで
す。ぜひ新雑誌への率直なご意見や、取り組んで
ほしい特集テーマや取材先などをお知らせくだ
さい。編集の参考にさせていただきます。
　どうぞこれからも山武グループＰＲ誌『azbil』
をよろしくお願いいたします。� （ミカリン）

編集後記

人を中心としたオートメーション”で、

人々の「安心・快適・達成感」を実現、

地球環境に貢献します。

代表取締役社長

【空を自由にとびたいな】
■杉浦 諒祐ちゃん
■愛知県西尾市立八ツ面小学校3年
僕が大きくなったら背中にリュックのような機
械を背負って、特殊な靴をはけば、空を自由に
飛んで、どこでも簡単に行けるといいな。

表 紙
言 葉の

この絵は、社団法人発明協会が子どもの自由奔放な発想を広く集めた「第
28回未来の科学の夢絵画展」の作品の中から、同協会のご協力を得て掲載
し、表紙に特徴的部分を拡大しています。

　東京都の水道水は多摩川水系が19％、利根川・荒川水系が78％となっ
ているのは特集でふれた通り。多摩川水系は水源林管理の取組みなどに
より水質が良く、「奥多摩天然水」というナチュラル ミネラル ウォーターが
販売されている。
　一方、利根川・荒川水系の水は「東京水」として販売されている。東

京の水はまずいというイメージがあるだけにこれ
には驚く人も多いはず。確かに東京の水道水
はまずかった。しかし、1992年から高度浄水
処理を採用して安全でおいしい水を目指してき
た。2004年には都水道局主催のイベントで
配布され、来場者にたいへん好評だったことか
ら、さらに多くの人に東京の水道水のおいしさを
実感してもらおうと、2004年11月からペットボ
トルで販売しているのだ。
　都庁や東京駅東京みやげセンターなどで購
入できる。皆さん、味見してみてはいかが。

高度浄水処理水
「東京水」の話

※水に空気を吹き込むことで、水中の溶存物質等を酸化させること

ミネラルウォーターとは（農林水産省の「ミネラルウォーター類の品質表示ガイドライン」より）

ナチュラルウォーター

ナチュラルミネラルウォーター

ミネラルウォーター

ボトルドウォーター

特定の水源から採取された地下水を原水と
し、沈殿、ろ過、加熱殺菌以外の物理的、化
学的的処理を行わないもの。

ナチュラルウォーターのうち、地表から浸透
し、地下を移動中または地下に滞留中に地
層中の無機塩類が溶解した地下水。
（天然の二酸化炭素が溶解し、発泡性のあ
る地下水を含む）

ナチュラルミネラルウォーターを原水とし、品
質を安定させるためにミネラル調整、ばっ気
※、複数の水源から採取したミネラルウォー
ターの混合等が行われているもの。

上記３つに該当しない、人工的に処理した水。

■�本誌に関するお問い合わせやご意見、ご希望、ご感想、取り
上げて欲しいテーマなど、皆さまからのお便りをお待ちし
ております。お名前、貴社名・部署名、ご住所、電話番号な
どをご記入の上、下記まで郵送、ＦＡＸ、電子メールなどで
お寄せください。
■�他ページのプレゼント応募についても、下記までお寄せく
ださい。
■�ご住所などの変更に関するご連絡は、宛名ラベルに表示され
ております８桁の登録番号も合わせてお知らせください。

■お問い合わせ・送付宛先
　〒100-6419　東京都千代田区丸の内2-7-3　東京ビル
　株式会社 山武 広報室 azbil 編集係
　TEL：（03）6810-1006　FAX：（03）5220-7274
　E-mail：azbil-pr@jp.yamatake.com
　
■発行日：2007年1月１日
■発　行：株式会社 山武　広報室
■発行責任者：須原 一郎
■制　作：産業編集センター

山武グループＰＲ誌「azbil」を
ご愛読いただき、ありがとうございます。

Jan.2007　14 15　Jan.2007



Sapporo

□ 山武　□ 山武商会　□ 山武コントロールプロダクト
□ 山武エキスパートサービス　□ 山武フレンドリー　
□ 山武ケアネット　□ 安全センター　□ イー・エス・ディ
□ 熊本安全センター　□ セキュリティフライデー
□ 原エンジニアリング　□ 金門製作所　□ 太信
□ ロイヤルコントロールズ　□ テムテック研究所

販売店

本
誌

に
は

、
環

境
に

や
さ

し
い

大
豆

油
イ

ン
キ

と
古

紙
配

合
率

100％
再

生
紙

を
使

用
し

て
い

ま
す

。
本

誌
か

ら
の

無
断

転
載

・
複

製
は

ご
遠

慮
く

だ
さ

い
。

azbil創
刊

号
（

通
算

V
ol.38 N

o.1）
国

際
標

準
逐

次
刊

行
物

番
号

　
IS

S
N

 0289-5730

　

ア
イ
ヌ
語
の
「
サ
ッ
・
ポ
ロ
」（
乾
い

た
広
い
と
こ
ろ
）が
名
前
の
由
来
と
か
。

市
街
の
中
を
流
れ
て
い
る
豊
平
川
は
石

狩
川
の
支
流
の一つ
で
、こ
の
川
の
古
名
が

“
サ
ッ
・
ポ
ロ
”だ
っ
た
。

　

豊
平
川
は
江
戸
時
代
に
鮭
の
漁
場

だ
っ
た
が
、排
水
な
ど
に
よ
る
水
質
悪
化

の
た
め
に
川
を
上
る
鮭
は
い
な
く
な
る
。

そ
の
後
、カ
ム
バ
ッ
ク
サ
ー
モ
ン
と
い
う
市

民
運
動
が
起
こ
り
、現
在
は
札
幌
市
豊

平
川
さ
け
科
学
館
が
中
心
と
な
っ
て
鮭

の
ふ
化
放
流
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
豊

平
川
で
は
毎
年
約 
2
3
0
0
尾
あ
ま

り
が
遡
上
す
る
。
そ
し
て
こ
の
川
で
毎

年
開
催
さ
れ
る
の
が
豊
平
川
イ
カ
ダ
下

り
。
1
9
7
5
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
伝

統
あ
る
イ
ベ
ン
ト
は
、市
民
の
親
睦
と
自

然
と
の
共
存
を
テ
ー
マ
に
毎
回
多
数
の

参
加
者
で
に
ぎ
わ
う
札
幌
市
の
風
物
詩

の一つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

市
の
南
に
は
札
幌
市
内
が
一
望
で
き

る
標
高

5
3
1

メ
ー
ト
ル
の

藻
岩
山
が
あ
る
。

山
は
ア
イ
ヌ
語
で
「
イ
ン
カ
ル
シ
ペ
」（
い

つ
も
眺
め
る
場
所
）と
い
う
。
北
海
道

三
大
夜
景
で
も
あ
る
藻
岩
山
は
人
気
の

観
光
名
所
で
あ
り
、ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
で
山

頂
へ
登
る
こ
と
が
で
き
る
。
ち
な
み
に
北

海
道
三
大
夜
景
の
あ
と
の
二
つ
は
函
館

市
の
函
館
山
と
小
樽
市
の
天
狗
山
。

　

札
幌
の
夜
景
は
オ
レ
ン
ジ
色
の
光
が

多
い
こ
と
が
特
徴
だ
。
周
囲
の
温
度

に
左
右
さ
れ
に
く
く
寿
命
の
長
い
ナ
ト

リ
ウ
ム
灯
を
市
が
推
進
し
て
き
た
こ

と
が
理
由
ら
し
い
。
展
望
台
か
ら
は
、

3
6
0
度
オ
レ
ン
ジ
色
に
輝
く
夜
景
を
一

望
で
き
る
。

　

山
や
川
と
い
っ
た
自
然
に
気
軽
に
ふ
れ

る
こ
と
が
で
き
る
の
が
札
幌
の
大
き
な

魅
力
だ
。

azbil Go Round
—azbil のある街—

札 幌
azbilの拠点がある街を紹介す
るこのコーナー、第1回は北海
道の政治・経済・文化の中心
である札幌です。

自
然
が
身
近
な
大
都
市

●株式会社山武
アドバンスオートメーションカンパニー
北海道支店
〒065-0017
札幌市東区北 17 条東 17 丁目2-11
MECビル　
☎ 011-781-5396

azbilは山武グループのシンボルマークです

●株式会社山武
ビルシステムカンパニー
北海道支店
〒060-0003
札幌市中央区北三条西 3-1-4
札幌北三条ビルディング
☎ 011-251-2432

山
武

グ
ル

ー
プ

P
R

誌
 azbil （

ア
ズ

ビ
ル

）
1

January.2007

●株式会社金門製作所
北海道支店
〒007-0803
札幌市東区東苗穂三条三丁目2-78　
☎ 011-783-0505




